
接続ガイド
Version: FFP-PKR03C_QIG-B_V1

●本紙は「スタートガイド」の補足マニュアルです。　本製品の設定方法は「スタートガイド」を参照してください。

パソコンの接続方法 本紙表面へ 本紙裏面へ

「インターネットへの接続」をクリックします。
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Windows 7 編 Windows Vista 編 Windows XP 編 Mac OS X 編
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3 「ワイヤレス（W）」をクリックします。

本製品の暗号化キーを入力します。

接続状態になっているか確認します。

●「制限付きアクセス」などと表示されるときは、
　2～3分ほどお待ちいただいてから、「接続」と表
示されているか確認してください。

●ウィルス対策ソフトのメッセージ画面が表示され
たときは、アクセスを許可してください。

「ネットワークの場所の設定」画面が表示され
たときは、任意の場所を選びます。

4 本製品のSSID（ネットワーク名）に接続します。

□初期設定されている SSID は、本製品背面の
ラベルに記載されています。

□「●●●●●●」の部分は製品ごとに異なります。
□SSID（ネットワーク名）が表示されないときは、
以下の操作をしてください。
・ 画面右上の　　をクリックして更新してください。
・本製品の電源が入っているか、パソコンの内蔵無線
LANがオンになっているかを確認してください。

※Wi-Fi機能を有効にする為の「オン/オフ」スイッチがパソコン本体
についているときは、予め「オン」にしてください。

※Wi-Fi機能を有効にする為の「オン/オフ」スイッチがパソコン本体に
ついているときは、予め「オン」にしてください。

本製品のSSID（ネットワーク名）に接続します。

①「ap-pc-●●●●●●」を選びます。

本製品の暗号化キーを入力します。

①「ap-pc-●●●●●●に正しく接続しました」
と表示されることを確認します。

②「接続」と表示され
ていることを確認
します。

③［閉じる］をクリックします。

「ネットワークとインターネット接続」をクリック
します。

※クラシック表示のときは、「ネットワーク接続」を
ダブルクリックし、　 に進んでください。

「ネットワーク接続」をクリックします。

①「ワイヤレスネットワーク接続」を右クリック
します。

②「利用できるワイヤレスネットワークの表示」
をクリックします。

本製品のSSID（ネットワーク名）に接続します。

②［接続］をクリックします。

本製品の暗号化キーを入力します。

②［接続］をクリックします。

①「12345678」を半角英数で入力します。

「接続」と表示されていることを確認します。

※Mac OS X 10.5 の画面を使って説明しますが、Mac OS X 
10.7/10.6も同じ操作となります。　

　（お使いの環境によって、多少画面が異なる場合があります。）

①画面右上のメニューバーの「AirMac」を
クリックします。

②「AirMacを入にする」をクリックします。

本製品のSSID（ネットワーク名）に接続します。
①画面右上のメニューバーの「AirMac」を
クリックします。

本製品の暗号化キーを入力します。

①画面右上のメニューバーの「AirMac」をク
リックします。
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①画面右下のシステムトレイの「ワイヤ
レスネットワーク接続」アイコンをクリッ
クします。

①「12345678」を半角英数で入力します。

②［OK］をクリックします。

①「12345678」を半角英数で入力します。

②「このネットワークを保存します」と
「この接続を自動的に開始します」に
チェックを入れます。

①画面左下の「スタート」をクリックします。
②「コントロールパネル」をクリックします。

●PIN コードを入力する画面が表示されたときは、
「今すぐ、このネットワークを構成する必要はあり
ません。接続のみ行う必要があります」をクリック
して、上記の画面を表示します。
●「接続できません」と表示されたときは、入力
に誤りがあります。　［閉じる］をクリックし、
もう一度　　から接続してください。

●「接続に失敗しました」などと表示されるときは、
2～3分ほどお待ちいただいてから、もう一度　
　　から接続してください。
●ウィルス対策ソフトのメッセージ画面が表示さ
れたときは、アクセスを許可してください。 ●「ネットワークアドレスの取得中」から「接続」に切

り替わらないときは、「暗号化キー」に間違いが
あります。［切断］をクリックし、もう一度　   から
接続してください。

●ウィルス対策ソフトのメッセージ画面が表示され
たときは、アクセスを許可してください。

※「AirMacを切にする」と表示されているときは、 
　  へ進んでください。

※Mac OS X 10.7では「Wi-Fiを入にする」と表示
されます。
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メニューバーに「AirMac　　 」が表示されていな
いときは、以下の手順で表示を有効にしてください。

「システム環境設定」をクリックします。

「ネットワーク」をクリックします。

ネットワーク画面左の「AirMac」をクリックします。

1
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4

画面左上のアップルメニュー　      をクリックします。

ネットワーク画面内の「メニューバーに AirMac の
状況を表示」にチェックを入れます。

画面を閉じ、　　に戻ります。6
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①「12345678」を半角英数で入力します。

「接続で問題がありました」と表示されたときは、
「暗号化キー」に間違いがあります。［OK］を
クリックし、もう一度　   から接続してください。
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□初期設定されている SSID は、本製品背面の
ラベルに記載されています。

□「●●●●●●」の部分は製品ごとに異なります。
□SSID（ネットワーク名）が表示されないときは、もう
一度メニューバーの「AirMac」をクリックしてください。

②「接続」を
　クリックします。

②［接続］をクリックします。

②［接続］をクリックします。

「接続できませんでした」と表示されたときは、入
力に誤りがあります。［キャンセル］をクリックし、
もう一度　   から接続してください。

①画面左下の「スタート」をクリックします。
②「コントロールパネル」をクリックします。

①「ap-pc-●●●●●●」を選びます。

②「ap-pc-●●●●●●※」にチェックマークが
付いていることを確認します。

※「●●●●●●」は製品ごとに異なります。 

②「ap-pc-●●●●●●」を選びます。

※Wi-Fi機能を有効にする為の「オン/オフ」スイッチがパソコン本体に
ついているときは、予め「オン」にしてください。

以上で接続は完了です。
設定が完了していないときは、「スタートガイド」の「STEP 3」
に進みます。

①画面左下の「スタート」をクリックします。
②「接続先」をクリックします。
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□初期設定されている SSID は、本製品背面の
ラベルに記載されています。

□「●●●●●●」の部分は製品ごとに異なります。
□SSID（ネットワーク名）が表示されないときは、
以下の操作をしてください。
・ 画面右上の　　をクリックして更新してください。
・本製品の電源が入っているか、パソコンの内蔵無線
LANがオンになっているかを確認してください。

「ネットワークの場所の設定」画面が表示され
たときは、任意の場所を選びます。

以上で接続は完了です。
設定が完了していないときは、「スタートガイド」の「STEP 3」
に進みます。
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□初期設定されている SSID は、本製品背面の
ラベルに記載されています。

□「●●●●●●」の部分は製品ごとに異なります。
□SSID（ネットワーク名）が表示されないときは、
以下の操作をしてください。
・ 画面左上の｢ネットワークの一覧を最新の情報に
更新｣をクリックして更新してください。

・本製品の電源が入っているか、パソコンの内蔵無線
LANがオンになっているかを確認してください。

以上で接続は完了です。
設定が完了していないときは、「スタートガイド」の「STEP 3」
に進みます。

以上で接続は完了です。
設定が完了していないときは、「スタートガイド」の「STEP 3」
に進みます。

②［OK］をクリックします。
※Mac OS X 10.7のときは、［接続］を
クリックします

プラネックスコミュニケーションズ株式会社

①「ap-pc-●●●●●●」を選びます。

ゲーム機・スマートフォンの接続方法
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ニンテンドーDS、PSPを本製品に接続するときは、SSID（ネットワーク）選択時に「ap-game-●●●●●●」を選んでください。（「●●●●●●」の部分は製品ごとに異なります）
また、「ap-game-●●●●●●」の暗号化を「WEP」以外（「WPA2」など）に設定しているときは、ニンテンドーDS、PSPの仕様上、接続することはできません。暗号化を「WEP」に設定し直
すか、新たに暗号化を「WEP」で設定したアクセスポイント（マルチSSID）を追加してください。詳しくはユーザーズ・マニュアルを参照してください。

ゲーム機を接続するときは、こちらを参照してください

3DS 編 Wii 編 PS VITA 編

2

4

5

6

3

7

9

10

8

1

3

4

6

7

5

8

11 画面の指示にしたがい、接続テストに成功したら、
設定は完了です。
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※システムソフトウェアのバージョンにより、画面
デザインが異なることがあります。
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□初期設定されている SSID は、本製品背面
のラベルに記載されています。

□「●●●●●●」の部分は製品ごとに異なります。
□SSID（ネットワーク名）が表示されないときは、
｢再検索｣をタッチして、再度検索してください。

以上で接続は完了です。 以上で接続は完了です。 以上で接続は完了です。 以上で接続は完了です。

※システムソフトウェアのバージョンにより、画面
デザインが異なることがあります。

1 トップページの「設定」をタッチします。

2 「はじめる」をタッチします。

3 「ネットワーク」をタッチします。

5 SSID（ネットワーク名）の検索結果から、
「ap-pc-●●●●●●」をタッチします。 

7 SSID（ネットワーク名）左側の「　　」が
点灯で表示されることを確認します。

8 「ap-pc-●●●●●●」→「インターネット接続テスト」をタッチし、接続テストに成功したら、
設定は完了です。

6 暗号化キーを入力し、「OK」をタッチします。
※初期値は「12345678」です。

4 「Wi-Fi 設定」をタッチします。

スマートフォン編
※本紙では「AQUOS PHONE」の画面を使って
説明しております。
　ご使用の機器の取扱説明書も合わせて参照して
ください。
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□初期設定されている SSID は、本製品背面
のラベルに記載されています。

□「●●●●●●」の部分は製品ごとに異なります。
□SSID（ネットワーク名）が表示されないときは、
｢再検索｣をタッチして、再度検索してください。

「アクセスポイントを検索」をタッチします。

接続テストに成功したら、設定は完了です。

「接続先の登録」をタッチし、設定方法で
「自分で設定する」をタッチします。

SSID（ネットワーク名）の検索結果から、
「ap-pc-●●●●●●」をタッチします。 

暗号化キーを入力し、「決定」をタッチします。
※初期値は「12345678」です。

設定情報を保存する画面が表示されるので、
「OK」をタッチします。

ニンテンドー3DSメニューから「本体設定」の
「はじめる」をタッチします。

「インターネット設定」をタッチします。

「インターネット接続設定」をタッチします。

「設定内容を保存しました。引き続きインターネット
への接続テストを行います。」と表示されるので、
「OK」をタッチします。

うまく接続できないときは
・本製品を一度再起動してください。

うまく接続できないときは
・本製品を一度再起動してください。

うまく接続できないときは
・本製品を一度再起動してください。

うまく接続できないときは
・本製品を一度再起動してください。
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「無線とネットワーク」をタッチします。

①暗号化キーを入力します。
　※初期値は「12345678」です。
②［接続］をタッチします。

SSID（ネットワーク名）の検索結果から、
「ap-pc-●●●●●●」をタッチします。 

「Wi-Fi」をタッチし、ONにします。

「Wi-Fi 設定」をタッチします。

「Wi-Fi」の下の状態表示が
「ap-pc-●●●●●●に接続しました」と
表示されることを確認します。

ホーム画面で　　　（アプリケーションボタン）

をタッチします。

アプリケーション一覧の中から　　　（設定）

をタッチします。
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□初期設定されている SSID は、本製品背面
のラベルに記載されています。

□「●●●●●●」の部分は製品ごとに異なります。
POINTPOINTPOINTPOINTPOINT

□初期設定されている SSID は、本製品背面
のラベルに記載されています。

□「●●●●●●」の部分は製品ごとに異なります。

「Wii本体設定」を選びます。

「Wii本体設定1」の画面で右方向キーを押して、
「Wii本体設定2」の画面へ進み、「インターネット」を
選びます。

「接続設定」を選びます。

Wiiメニュー画面で「Wiiオプション」を選びます。

「接続先1～3」の中から、「未設定」のものを
一つ選びます。

「Wi-Fi接続」を選びます。

「アクセスポイントを検索」を選びます。

アクセスポイントが検索されると「接続したい
アクセスポイントを選んでください。」と表示さ
れるので、「OK」を選びます。

SSID（ネットワーク名）の検索結果から、
「ap-pc-●●●●●●」をタッチします。 

暗号化キーを入力し、「OK」をタッチします。
※初期値は「12345678」です。
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